
後援：福島県、広島大学、長崎大学、福島大学、公立大学法人会津大学、（公財）放射線影響研究所、国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構
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一般社団法人 福島県医師会、一般社団法人 福島県作業療法士会、一般社団法人 福島県助産師会、一般社団法人 福島県精神保健福祉協会、一般社団法人 福島県病院協会、
一般社団法人 福島県理学療法士会、一般社団法人 福島県臨床検査技師会、公益社団法人福島県看護協会、福島県歯科医師会、公益社団法人 福島県診療放射線技師会、
福島県保育士・保育所支援センター、福島県産婦人科医会、福島県臨床心理士会
福島民報社、福島民友新聞社、NHK福島放送局、福島テレビ、福島中央テレビ、福島放送、テレビユー福島、ラジオ福島、ふくしまＦＭ
国際原子力機関 (IAEA)、国際放射線防護委員会 (ICRP)、 原子放射線の影響に関する国連科学委員会 (UNSCEAR)、世界保健機関 (WHO) 

主催：公立大学法人福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター ＜事務局＞国際連携室
TEL：024-581-5455

２.13 土 10：00～18：30
（開場・受付開始 9：00～）

開会

開会
（開場・受付開始 8：00～）

２.14 日 8：30～18：00

2021

● 新型コロナウイルス感染症対策を徹底します。
　 また、状況により無観客開催など変更の可能性があります（詳しくは裏面をご覧ください）。
● 国内外向けに日英2言語で公式インターネット配信します（事前申込制）。

ザ・セレクトン福島
福島県福島市太田町13-73（福島駅西口より徒歩１分）

会 場

福島県民、保健・医療従事者、学生、行政関係者等
どなたでも申込みいただけます。
（事前申込制・90席：メイン会場60席、サテライト会場（ネット配信）30席）
会場参加は希望者多数の場合は抽選となります。

対 象

三春滝桜（三春町）

参加無料、同時通訳有

申込み
締切日 オンライン参加２月7日（日）会場参加 1月31日（日）
お申込み・詳細はWEBサイトよりご覧ください

URL http://www.mwt-mice.com/events/fukushima2021-d

※申請中のものを含む



氏名

電話番号

住　所

フリガナ 性別 年齢

連絡先

ご質問

E-mail
-　　　   　　　   -

@
2月13日（土）
2月14日（日）

居住地

参加
登録

福島県内
福島県外
日本国外

※参加ご希望の日付に
チェックをしてください。

希望日

※ ご記入いただいた個人情報は、当国際シンポジウムの運営にのみ使用いたします。 

所属先
・
職業

 

ディスカッション時に聞いてみたいことがありましたらセッションの番号（１,２,３または５）とご質問内容をご記入ください。
当日も質問用紙をお配りします。時間の制約等によりすべての質問にはお答えできかねますことをご了承ください。

※ お申込み内容確認のため担当より連絡する場合がございます。
〒

教員学生 保健・医療従事者行政関係者 その他
※ 該当する項目に
チェックをしてください。

下記項目をご記入の上、右記
FAX番号までお送りください。

参加申込み 参加申込み締切

FAXの場合 FAX送信先WEBの場合

※ 取材のお申込みはWEBサイトから
　お願いいたします。

024 - 521- 1343
（受託業者）名鉄観光サービス㈱福島支店下記URLまたはQRコードから

アクセスいただきお申し込みください。

URL
http://www.mwt-mice.com/
events/fukushima2021-d 歳

男・女

よりよい復興を、ともに　県民健康調査の１０年とこれから～福島のレジリエンス（回復力）に寄り添うために～

 

２０２１年 福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム

　原発事故から１０年の節目となる今回の国際シンポジウムでは、県民健康調査のこれまでの取組を振り返ります。また、地域の「レジリエン
ス（回復力）」に寄り添うため、国際的に著名な専門家を招き、世界の経験と知見を共有することにより、引き続き福島の再生・復興と世界の
安心に貢献することを目指します。今回は、妊産婦調査と避難者のヘルスケアにも焦点を当て、現状および今後の課題や展望を討議します。

県民健康調査に関するビデオ放映、ポスター展示など　※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては中止の場合があります。関連イベント

会場参加（メイン会場）

会場参加（サテライト会場）

オンライン参加

（複数選択可）

※ プログラムは一部変更となる場合があります。また、当日の進行により多少時間が前後することがあります。

※ 今後の新型コロナウイルス感染症拡大やこれに伴う移動制限措置等の状況により、無観客での開催や関連イベントの中止など、内容の変更を行う場合があります。
　 必ず最新情報をホームページ等でお確かめください。

2/13（土）

・主催者挨拶
竹之下 誠一（福島県立医科大学理事長兼学長）

・挨拶
内堀 雅雄（福島県知事）（予定）

・来賓挨拶
横山 信一（復興副大臣）（予定）
堀内 詔子（環境副大臣）（予定）

プログラム

イントロダクション

オープニングセッション 10:00～11:30

セッション1 12:30～15:00

・国際機関挨拶（ビデオメッセージ）

2/14（日）

座長：室月 淳（宮城県立こども病院）
講演：藤森 敬也（福島県立医科大学）
　　　貝羽 敦司（福島県子育て支援課） 
　　　後藤 あや（福島県立医科大学） 
　　　石井 佳世子（福島県立医科大学）  
　　　松本 奈未（いわき市医療センター） 
　　　加藤 絵美（㈱カトウファーム） 
　　　安部 宏（南相馬市立総合病院）  

「妊産婦調査と子育て支援」

セッション2

座長：横谷 進（福島県立医科大学）
講演：志村 浩己（福島県立医科大学）
　　　片野田 耕太（国立がん研究センター）
　　　祖父江 友孝（大阪大学）
　　　今井 常夫（国立病院機構東名古屋病院）
　　　瀬藤 乃理子（福島県立医科大学）

【基調講演】
チェルノブイリと福島：事故後10年の甲状腺への
影響の比較
　座長：鈴木 眞一（福島県立医科大学）
　講演：ジェリー・トーマス
　　　（インペリアル・カレッジ・ロンドン）＊

「甲状腺検査の現況と展望」

セッション3

15:10～18:30

8:30～12:00

座長：安村 誠司（福島県立医科大学）

【基調講演】
ソーシャル・キャピタルからみた健康増進のありかた
相田 潤（東京医科歯科大学）

講演：坂井 晃（福島県立医科大学）
　　　前田 正治（福島県立医科大学）
　　　猪狩 恵子（川内村地域包括支援センター）
　　　藤田 恭啓（楢葉町住民福祉課）
　　　原口 弥生（茨城大学）
　　　ティエリー・シュナイダー
　　（CEPN：フランス原子力防護評価センター）＊

「避難者の心身の健康のケアと回復」
第 1 部 県民健康調査のいま

第 2 部 県民健康調査のこれから

座長：大戸 斉（福島県立医科大学）
講演：神谷 研二 (福島県立医科大学)

福島県「県民健康調査」１０年間の成果概要

セッション4

【特別講演１】
心理的回復とコミュニティの復興を促進するために
必要なこと
　座長：前田 正治（福島県立医科大学）
　講演：加藤 寛（兵庫県こころのケアセンター）

【特別講演２】
相馬市復興10年の記録：後世へ残すメッセージ
　座長：大戸 斉（福島県立医科大学）
　講演：立谷 秀清（相馬市長）

「福島の回復力に寄り添うために」

セッション5

13:00～14:20

14:40～17:50

座長：神谷 研二（福島県立医科大学）
【特別講演】
2013年UNSCEAR報告書以降の進展（仮）
ギリアン・ハース（UNSCEAR：原子放射線の影響に
関する国連科学委員会）＊
講演：ザナット・カー（WHO：世界保健機関）＊
　　　ジャック・ロシャール（ICRP：国際放射線防護委員会）＊
　　　メイ・アブデル・ワハブ（IAEA：国際原子力機関）＊
　　　齋藤 清（福島県立医科大学）
　　　石綿 敬（福島県立医科大学）
　　　永尾 龍太（福島県立医科大学）
　　　木下 瑠菜（福島県立医科大学）

「世界との連携」

・閉会挨拶
齋藤 清（福島県立医科大学副理事長）

閉  会 18:00
＊ 海外の専門家による発表は新型コロナウイルスの影響に
　 より、ビデオ放映を予定しています。

詳細は
こちら

オンライン参加 2月7日（日）会場参加 1月31日（日）


